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古訓
讃
た史

論
語
集
解
建
武
本
の
訓
貼

頼
元
・
良
兼
の
加
貼
に
見
る
清
原
家
の

論
語
の
訓
法

論
語
の
古
訓
法
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
現
存
訓
貼
本
に
よ
る
と
、

大
江
家
・
清
原
家
・
中
原
家
の
訓
法
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
中
、
大

江
家
の
訓
法
は
、
東
洋
文
庫
蔵
正
和
四
年
(
=
三
五
)
寓
本
を
始
め
、

大
東
急
記
念
文
庫
誠
建
武
本
や
論
語
聞
書
等
に
、
関
股
の
記
事
に

{注
1
)

聞
し
て
江
家
設
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、
具
睦
的
な
訓
誼
語
法
に
つ

い
て
の
資
料
を
蝕
く
か
ら
、
今
日
論
語
の
古
訓
法
と
し
て
知
ら
れ

る
の
は
、
残
る
二
家
の
訓
読
語
法
が
主
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
融
論
語
集
解
建
武
本
十
帖
が
、
清
原
家
の
訓

語
法
を
停
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
各
巻
奥
の
識
語
に
よ
っ
て

底
く
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
町
七
時
幅
四
時
ト
眼
目
ち
、
清
原
頼
業

の
玄
孫
良
枝
の
二
男
、
明
経
博
士
頼
元
町
一
世
一
五
そ
一
一
日
均
一
削
正

が
、
清
家
累
代
の
秘
読
に
操
っ
て
、
省
一
か
ら
巻
六
ま
で
を
建
武

四
年
(
一
三
三
七
)
三
月
か
ら
十
二
月
ま
で
費
し
て
飯
尾
三
郎
に
授
け
、

次
い
で
五
年
後
の
康
永
元
年
(
三
四
二
)
に
巻
七
か
ら
巻
十
ま
で
を
、

小

林

規

芳

良
枝
の
孫
直
講
良
粂
(
法
名
民
性
)
間
一
間
一
一
枠
二
一
一
一
山
4
ー

が

同

人
に
同
施
設
を
授
け
た
と
あ
る
。
こ
の
頼
元
お
よ
び
良
兼
の
訓
読

は
、
本
文
と
別
筆
の
墨
訓
朱
貼
(
明
経
貼
)
と
欄
外
・
行
間
等
の

注
記
が
之
で
、
そ
の
偲
名
や
一
音
注
等
の
文
字
は
本
文
よ
り
は
墨
色

の
や
や
薄
目
の
細
字
で
あ
る
。
頼
元
と
良
兼
と
の
俣
名
字
腫
は
酷

似
す
る
が
、
仔
細
に
観
る
と
、
良
兼
の
侵
名
字
盟
は
「
シ
」
「
リ
」

「
ル
」
「
レ
」
「
ン
」
の
終
置
を
は
ね
る
癖
が
認
め
ら
れ
て
小
異
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
雨
人
の
訓
誼
が
相
補
っ
て
論
語
集
解
十
告

に
お
け
る
清
原
家
読
、
就
中
参
河
守
清
原
教
陸
姐
尚
一
」
梓
一
一
一
致
ー
ー

が
停
え
た
家
読
に
操
っ
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
識
語
ば
か
り
で
は

な
く
、
具
陸
的
な
訓
讃
語
法
の
上
か
ら
も
、
群
書
治
要
巻
九
所
牧

敬
議
問
)
(
抜
翠
〉
・
東
洋
文
庫
一
蹴
正
和
四
年
寓
本
・
書
陵
部
一
臓
嘉

暦
二
年
貼
本
と
全
く
訓
法
を
一
致
す
る
こ
と
に
お
い
て
詮
せ
ら
れ

る
(
そ
の
一
端
に
つ
い
て
は
以
下
謂
れ
る
)
。
又
、
経
典
揮
文
や

論
語
樟
文
等
か
ら
所
引
の
一
音
注
の
字
句
が
各
本
と
も
よ
く
一
致
す

る
こ
と
に
お
い
て
も
誼
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

( 1 ) 



そ
こ
で
、
先
ず
、
具
睦
的
な
訓
誼
法
の
上
か
ら
右
の
事
柄
を
詮

す
る
こ
と
を
兼
ね
て
、
こ
の
建
武
本
を
通
じ
て
、
注
意
す
べ
き
論

語
の
訓
語
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
(
因
み
に
、
此
の
建
武
本
に
は
、

頼
元
・
良
乗
の
侵
名
と
は
別
に
、
室
町
時
代
に
な
っ
て
書
加
え
ら

れ
た
原
名
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
二
節
で
燭

れ
る
こ
と
に
し
、
本
節
の
事
例
に
は
、
混
乱
を
避
け
る
潟
に
、
室

町
時
代
の
加
筆
の
俣
名
は
一
切
採
ら
な
い
。
)

(
1
)

古
語
・
古
語
法
の
残
存

漢
籍
訓
貼
本
に
は
傍
央
貼
本
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
古
語
・
古

語
法
が
存
す
る
が
、
就
中
清
家
の
貼
本
に
こ
れ
の
匿
と
見
ら
れ
る

(註
3
}

こ
と
は
別
に
説
い
た
逼
で
あ
る
。
建
武
本
の
付
訓
例
か
ら
主
な
も

一
の
を
拾
う
と
、
「
衣
」
「
・
:
メ
ヤ
」
「
謂
」
「
ヲ
サ
へ
ニ
」
「
ケ
ム
」

「
不
肯
」
「
在
」
「
目
的
格
に
ヲ
を
用
い
な
い
用
法
」
が
あ
る
。

ヘ
以
下
例
文
中
原
本
の
ヲ
コ
ト
駄
を
卒
伎
名
で
、
仮
名
訓
を
片
限
名
で
一
万
し
J

/
私
に
推
讃
し
た
所
は
片
俣
名
を
括
弧
で
包
ん
だ
。
返
貼
は
私
に
補
っ
た
」

例

衣
ω
芸
毛
主
い
を
〕
・
拘
居
者
町
長
語
家
会
中
玄
)

安
易
糸
砂
動
諒
併
号
室
川
智
久
美
宏
君
V

2
Aい一傍
iM訴
事
収
寸
志
〕
裏
金
出
抑
蛍
)

キ

「
ケ
リ
」
は
「
着
」
に
「
ア
リ
」
の
熟
合
し
た
上
代
の
語
で
あ
っ

て
、
高
葉
集
や
熱
因
縁
起
等
に
見
る
が
、
卒
安
時
代
以
降
は
一
般

文
に
例
を
見
な
い
語
で
あ
る
。
訓
貼
で
も
卒
安
初
期
の
東
大
寺
調

{注
4
}

語
文
・
前
田
本
雄
略
紀
訓
の
例
が
報
ぜ
ら
れ
た
程
度
で
、
右
は
こ

れ
ら
に
通
ず
る
珍
し
い
例
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
他
の
清
家
の
論

語
も
同
様
に
訓
ず
る
(
但
し
、
他
本
は
三
例
全
部
に
は
付
訓
が
な

い
。
付
訓
例
を
の
み
事
げ
る
。
以
下
同
〉
。

門

止

な

守

湾

、

合

:

!

?

3
対
之
官
一
対
号
本
-
一

γゐ
都
学
会
F

Z琢
?

亨

豊

中

|

，

;

やめ市、ぜ翠安'会ム命令パ恥虫色
A

五日

)
 

L
U
 

(
 

「
:
・
メ
ヤ
」
(
「
己
然
形
ナ
ヤ
」
の
反
語
形
)

( 2 ) 

内
ま
由
淵

J
区
一
る
す
.
(
何
日
桃
川
)
(
柔
左
手
ま

閉
山
市
止
議
以
内
(
柔
左
足
訂
玄
)

己
然
形
に
「
ヤ
」
を
付
け
た
語
形
で
反
語
を
表
す
語
法
は
上
代

文
献
に
見
る
用
法
で
あ
っ
て
、
卒
安
時
代
に
は
和
文
一
般
に
も

(
保
守
的
な
三
代
集
の
歌
語
を
除
く
〉
、
卒
安
初
期
訓
貼
を
除
く

一
般
悌
典
貼
本
に
も
見
な
い
。
そ
こ
で
は
「
宣
」
に
封
す
る
呼
庭

語
と
同
じ
く
「
ム
ヤ
」
形
が
反
語
表
現
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
論

語
の
訓
法
は
古
語
法
を
停
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
本
で
も

同
訓
を
停
え
る
。



和
尚
家
法
倭
貼
で
「
郷
談
」
と
し
て
斥
け
た
の
は
そ
の
来
由
を
知

ら
な
い
潟
の
所
潟
で
あ
ろ
う
。
J

-

ω
「
ヲ
サ
へ
こ

一ーー'

忠
一
勾
lh有
利
片
手
伝
九
-
凡
紘
一
定
}
宮
武
交
ι
宮
中
)

「
サ
ヘ
ニ
」
は
「
マ
デ
ニ
」
と
同
類
の
語
で
、
卒
安
中
期
以
降
も

「
サ
へ
」
「
マ
デ
」
と
並
ん
で
訓
貼
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
睡
言
又
は
連
盟
形
に
直
接
す
る
用
法
で
あ
っ
て
、
右
の

如
く
、
格
助
詞
「
ヲ
」
等
と
重
ね
用
い
ら
れ
る
用
法
は
、
卒
安
初

期
又
は
そ
れ
以
前
の
語
法
で
あ
る
こ
と
を
金
津
文
庫
本
春
秋
程
停

【注
5
)

集
解
の
訓
貼
の
同
用
法
に
つ
い
て
述
べ
た
。
従
っ
て
、
「
サ
へ
ニ
」

の
?
こ
は
格
表
示
の
助
詞
で
は
な
く
古
く
間
投
助
詞
的
用
法
で

あ
っ
た
そ
の
残
存
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
葉
集
に
も
「
サ
へ

ニ
」
が
主
語
に
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
る
(
告
八
・
一
四
六
一
)
。
右
の

箇
所
は
他
本
も
同
訓
で
あ
る
。

24mdAナ
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ヲ
パ
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仁
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E〕

〔
奇
声
清
・
一
キ
井
本
}

才
奇

h
Z
E
Z
E刑
判
斗

r
b
t
?
-
4
L
t
p、ァ
5
rと

迄
3

交
わ
品
川
ー
ガ
五
九
糸

υ手
以
ー
や
i
〔之〕

くそ〉

向
「
ケ
ム
」
〔
助
動
詞
)



m
A
v
以
げ
た
か
た
け
J
r
}
(
是
築
会
主
走
)

川
容
今
宮
〕
〔
也
〕
(
英
本
込
山
川
会
え
)

助
動
詞
「
ケ
ム
」
が
一
般
貼
本
に
稀
で
あ
る
こ
と
は
先
撃
の
設

か
れ
る
逼
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
卒
安
初
期
賭
本
に
は
散
見
し
、

又
卒
安
中
期
以
降
も
日
本
書
紀
や
遊
仙
窟
・
文
集
・
春
秋
経
惇
集

解
等
の
漢
籍
に
は
見
ら
れ
る
。
論
語
の
「
ケ
ム
」
も
こ
れ
に
加
わ

る
も
の
で
あ
る
。
他
本
も
同
訓
で
あ
る
。

〔
正
和
?
守
常
み
や
〕

1

そ
れ
汝
ー
か
ゐ

i
支〕

減
石
総
一
Lが
も
〕

P
L
F

滑¥一
4
1
黙
会
〕

J
:

ム
Pれ

M
J
汽
ゅ
ん
t
〔失〕

反一
hFJが
イ
む
と
も
〕

的
「
不
肯
」

ぬ
M
m
r存
体
代
一
♂
也
ム
久
也
L

矛
)
(
英
会
合
格
も
)

「
カ
ヘ
ム
ス
」
が
「
カ
ヘ
ニ
ス
」
の
一
音
便
で
で
こ
は
奈
良
時
代

以
前
に
存
し
た
打
消
ヌ
の
連
用
形
で
あ
る
こ
と
は
大
坪
博
士
、
築

島
博
士
の
解
明
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

〔
止
命
け
ヨ
!
清
本
〕

ホ
h-
常
一
下
部
九
役
べ
乏
〕
(
以
詩
吟
ン
(
斗
v
J

P
垂
弔
ユ
キ
昨
…
日
不
〕

F
京
Yγ

か
最
小
M

へ
き

伺
「
在
」

仰
す
お
一
世

12B木
村
議
案
妻
子
何
十
)

ω吹
E

於
匂
(
英
支
え
伺
)
一
i
1
3
4

「
マ
ス
」
の
四
段
動
詞
の
用
法
は
上
代
文
献
に
主
と
し
て
見
え
る

も
の
で
、
績
い
て
卒
安
初
期
酷
本
に
は
散
見
す
る
が
、
卒
安
時
代

の
和
文
や
中
期
以
降
の
貼
本
で
は
用
い
ら
れ
ず
、
「
オ
ハ
ス
・
オ

ハ
シ
マ
ス
・
オ
ハ
サ
ウ
ズ
」
又
は
「
マ
シ
マ
ス
」
等
の
訓
が
代
っ

た
。
こ
の
「
マ
ス
」
も
上
代
語
の
残
存
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
他
本
も
同
訓
で
あ
る
。

〔
正
令
寺
・
宮
本
〕

i

一げ…明パ

1
M
d・
必
迎
'
え
ふ
れ
治
以
州
草
寺
山
本
必
1

5
均レ一、丘，

F
ム
F
培
-
一
宇
時
山
本
〕

子
一
刻
口
市
町

u
h

市
平
木
義
品
ん

が
刈
也
が
づ

γhh古

( 4 ) 



ω
目
的
格
に
「
ヲ
」
を
用
い
な
い
用
法

仰
焚
乏
・
抹
宍
例
ど
る
令
所
安
定
が
缶
詰
講
和

(
品
安
本
会

2体
)
3
1」

短
調
川
市
治
手
県
一
副
引
ム
打
(
え
薬
会
え
え
)A
 

こ
の
程
の
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
先
掲

ωの
「
狐
・
搭
」
も

そ
の
一
例
で
あ
る
。
日
本
語
の
「
ヲ
」
は
古
く
は
格
関
係
を
表
示

せ
ず
、
感
動
の
意
を
示
す
助
詞
で
あ
っ
て
、
後
世
「
ヲ
」
で
示
さ

れ
る
目
的
格
を
古
く
は
助
詞
な
く
し
て
示
し
た
こ
と
は
諸
氏
の
説

く
所
で
あ
る
。
右
の
訓
法
も
そ
の
一
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
諸
本
共

に
こ
こ
に
「
ヲ
」
を
誼
添
え
な
い
の
は
、
こ
の
古
語
法
を
停
与
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
正
和
主
T
一局本〕

考
査
内
失
利
手
百

+
Z芳
成
下
室
均
一
刻

智
内
・
悲
て
ゆ
遁
レ
良
品
品
川
川
淵
山
令
.

d

雲一、

〔
主
畑
一
者
-
一
宇
野
本
〕

焚
え
拭
弘
乍
Jυ

制

.3ま
引
が
未
決
-
オ
鳥
取
町
一

御
内
・
君
主
主
.
百
四
浜
相
ゃ
・

i

以
上
の
外
に
も
古
語
・
古
語
法
と
関
係
の
あ
る
訓
法
が
多
く
、

こ
れ
ら
が
漢
籍
訓
讃
語
の
特
徴
の
一
斑
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

(
2
)

静
日
開
付
の
訓

建
武
本
に
は
、
整
黙
を
付
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
た
訓
が
、

全
巻
中
七
語
認
め
ら
れ
る
。

問
免
許
何
続
一
(
叩
総
長
h

は
よ
ど
)
点
本
命
令
氏
)

議
事
法
長
室
長
片
品
汁
LJ客
似
合
)

吹
耕
一
ゐ
守
hmwuz(
沼町
M
W
)

〈
ん
す
祐
実
)
，

d

mv'弓
密
実
吋
(
語
絵
日
)
(
み
九
日
d
m
M
現
)

問
不
V
J
A
h
札
汀
(
叩
特
kpL)(込
山
釘
叫
す
)

宮
E
・ふ舟いしわ訟にむぺ
h
L
(
李
別
手
ゑ
)

仰

E
一
九
委
手
足
、
旬
、
(
即
時
総
務
作
自
)
(
ん
ニ
考
)

制
に
つ
い
て
は
他
の
諸
本
い
ず
れ
も
聾
貼
(
同
ア
ク
セ

γ
ト
)

を
付
し
て
い
る
。

〔
子
宮
」
寸
ま
・
〕
丸
府
内
向
川
一
瀞
公
認
.KJKは

A
3

実
滑
-
手
動
末
〕
丸
、
作
内
野
ぺ
(
符
h
m
y
は
C
L
)

支
金
言
末
〕
丸
九
偽
川
市
府
ぺ
九
日
約
.
即
日
以
よ
}
』
)

論
語
の
鎌
倉
時
代
の
古
訓
貼
本
に
は
、
い
ず
れ
も
聾
貼
を
有
っ

た
訓
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
語
は
極
め
て
少
い
。
し
か
も
「
ア

タ
シ
」
の
如
く
各
資
料
と
も
同
一
訓
に
聾
貼
を
付
す
傾
向
が
、
他

の
漢
籍
貼
本
に
も
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
。
漢
籍
訓
賠
に
お
け
る
聾

( 5 ) 



(
注
6
)

貼
付
の
和
訓
の
性
格
に
つ
い
て
は
別
に
説
い
た
所
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
特
定
古
語
や
古
語
法
に
聾
貼
を
付
し
て
い
る
事
が
認

め
ら
れ
る
。
先
掲
の
正
和
本
の
「
ガ
ヘ
ニ
ス
」
も
そ
の
一
例
で
あ

る
o

f

'(
3
)

国
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
所
取
訓
と
の
闘
係

主
国
宝
田
寮
本
町
類
東
名
義
抄
に
は
論
語
集
解
の
訓
読
語
か
ら
引
い
た

訓
が
相
営
量
あ
る
。
そ
の
中
建
武
本
に
お
い
て
検
し
得
た
訓
三
十

七
語
に
つ
い
て
見
る
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
こ
品
川
園
書
寮
本
官

が
一
原
本
に
相
首
忠
買
で
あ
る
と
す
る
築
島
博
士
の
高
設
を
裏
付
け

る
o
，そ
L
て
諸
本
と
も
一
致
す
る
。
一
例
を
翠
げ
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

沼崎・一
y
ミ
え
ヲ
毛
富
害
事
章
、
取
れ
乏
秀
.
定
裂
が
-
一
見
友
)

{
立
考
古
河
本
〕
ヱ
み
奈
の
お
M
1

晶子必コ・す
Z
M
〕

事
号
一
吉
本
〕
子
百
耐
え
志
向
む
〕
時
ふ
ず
{
毒
〕

支
永

A
2山
手
〕
手
四
期
利
。
一
向
一
日
主
義
す
z
h
M
]

名
義
抄
の
訓
が
清
家
の
訓
貼
と
よ
く
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は

清
原
家
の
訓
法
の
来
由
の
古
き
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
4
〉
悌
害
に
引
用
さ
れ
た
論
語
の
訓
読

卒
安
・
鎌
倉
時
代
の
傍
室
一
日
の
訓
貼
資
料
の
中
に
は
べ
論
語
の
古

訓
を
引
用
じ
た
諸
書
が
あ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
取
大
官
経
義
拝

{
注
8
}

演
密
紗
長
承
三
年
(
二
三
四
)
貼
、
東
大
寺
国
書
館
職
法
華
踊
樟
治

承
二
年
三
一
七
八
〉
貼
、
金
剛
三
昧
院
臓
三
教
指
時
注
抄
鎌
倉
中
期

貼
、
東
大
寺
固
書
館
蔵
幸
四
隅
祖
師
停
建
治
元
年
三
二
七
五
)
賭
等
そ

の
例
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
論
語
の
訓
法
を
建
武
本
(
を
は
じ
め
清

家
)
の
論
語
の
訓
法
と
比
較
す
る
と
、
全
く
一
致
す
る
も
の
と
、

部
分
的
に
小
異
の
あ
る
も
の
と
が
あ
る
。
(
以
下
煩
を
避
け
て
清

家
の
貼
本
中
建
武
本
の
み
を
示
す
)

-
全
く
一
致
す
る
も
の

O
法
冷
滴
韓
併
明
子
写
生
l
J

ゑ司，
J

浩司

lzu司
沖

E
Z，南

建
武
本
お
よ
び
他
本
の
例
は

ωに
既
掲
。

( 6 ) 
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司
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・
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司
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UA片一
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お
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ふ
・
同
判
長
す
宅
〕
(
会
与
を

E

部
分
的
に
小
異
の
あ
る
も
の
(
傍
線
が
小
異
)

O
九
百
戸

-A毎
日
浪
曲
山
恥

V
，
未
来
二
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試
合
、
持
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哲
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〕
人
h
N
.
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司
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叫
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F
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-
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例
目
に
既
掲
。

I

全
く
一
致
す
る
も
の
は
、
法
華
揖
樫
治
承
貼
・
華
殿
租
師

停
建
治
貼
で
、
清
原
家
の
訓
法
に
一
致
す
る

0
1小
異
の
あ
る
も

の
は
、
大
日
経
義
樟
演
密
紗
長
承
貼
・
三
致
指
蹄
注
抄
貼
で
あ
る

が
、
小
異
の
部
分
以
外
殆
ど
一
致
し
て
い
る
。
或
い
は
こ
の
方
は

清
原
家
と
は
別
の
家
の
訓
法
に
操
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
少
数
例

だ
け
か
ら
は
判
断
し
難
い
が
、
前
者
は
東
大
寺
閥
係
の
書
物
で
あ

り
、
後
者
は
員
言
宗
関
係
の
書
物
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。

論
語
(
何
長
注
、
王
弼
注
〉
が
上
代
か
ら
既
に
大
拳
寮
の
教
科

書
と
し
て
孝
経
と
共
に
粂
修
の
書
と
さ
れ
(
皐
令
〉
、
そ
の
後
も

主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
て
辱
ば
れ
た
こ
と
と
、
博
士
家
皐
の
皐
聞
の

( 7， ) 



因
襲
性
と
は
、
早
く
か
ら
論
語
の
各
家
訓
を
固
定
さ
せ
、
或
い
は

そ
の
中
に
古
語
・
古
語
法
を
残
存
さ
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
諸
訓
法
は
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
同
時
に
如
上
の
翠
例
に
よ
っ
て
、
建
武
本
の
訓
語
法
が
、
現

存
す
る
他
の
清
家
の
論
語
貼
本
と
具
睦
的
に
一
致
す
る
こ
と
を
窺

う
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。

建
武
本
に
お
け
る
室
町
期
補
加
別
訓
と
頼

元
・
良
兼
加
貼
と
の
比
較

こ
の
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
論
語
集
解
建
武
本
に
は
、
右
述
の
頼

一
克
・
良
策
の
傍
訓
と
は
全
く
別
に
、
後
世
補
加
の
別
訓
が
、
全
告

に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
別
訓
は
、
頼
元
・
良
粂
の
訓
を

或
い
は
補
い
、
或
い
は
そ
れ
に
封
し
て
異
訓
を
並
記
し
て
極
め
て

詳
細
で
あ
り
、
卒
然
と
し
て
見
る
と
、
他
の
清
原
家
の
貼
本
に
比

べ
て
遥
か
に
「
加
貼
が
詳
密
」
な
印
象
を
持
つ
。
し
か
し
こ
の
別

訓
を
除
い
た
頼
元
・
良
粂
の
訓
に
限
れ
ば
、
前
節
の
翠
例
に
見
る

如
く
、
付
訓
態
度
は
他
の
清
家
貼
本
と
大
同
で
あ
る
。
一
方
、
詳

細
な
別
訓
の
加
貼
位
置
は
、
頼
元
・
良
兼
の
訓
に
劃
し
て
、
時
に

左
一
傍
に
並
記
し
、
頼
元
・
良
粂
の
片
限
名
訓
の
表
記
の
な
い
時
に

は
右
傍
に
記
し
、
或
い
は
そ
の
一
部
訓
に
封
し
て
そ
の
上
・
下
・

中
聞
に
補
加
し
て
い
る
。
こ
れ
を
俣
名
字
盟
か
ら
観
る
に
、
頼
元

お
よ
び
良
粂
の
侵
名
に
劃
し
て
、
字
盟
が
新
し
く
斜
縦
長
の
太
め

の
字
睦
は
室
町
期
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
筆
色
も
濃
く
筆
使
が

粗
雑
で
あ
っ
て
一
見
し
て
匪
別
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
雨
訓
貼
の

新
奮
二
種
の
差
を
建
武
四
年
(
甲
部
)
と
康
永
元
年
(
乙
貼
)
の

{
注
9
)

遣
い
と
見
る
立
場
も
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
侵
名
字
睦
の
新
奮
の

甚
し
い
相
違
は
近
々
五
年
間
の
差
に
基
く
も
の
と
は
到
底
考
え
ら

れ
ず
、
又
識
語
の
示
す
所
に
も
合
わ
な
い
。
こ
の
補
加
の
別
訓
が

室
町
期
の
も
の
疋
協
ろ
う
こ
と
は
、
表
記
上
衣
の
諸
貼
か
ら
も
考

え
ら
れ
る
。
的
「
雄
v

達
ν
衆

吾

従

v

下
」
(
巻
五
子
竿
)
、

ツ

イ

テ

ユ

ウ

タ

ウ

品

タ

sv

【

ス

】

ユ

ウ

「
就
ニ
有
i
道
一
而
正
駕
」
(
告
一
事
而
)
、
「
有
1
司
」
(
告
七
子

ゼ
Y

ユ
ワ

路
)
、
「
舟
有
」
(
巻
八
李
氏
)
、
「
正
夕
、
v

ウ
ン
名
乎
」
(
巷
七
子
路
)

の
「
ユ
ウ
」
の
如
き
歴
史
的
使
名
遣
に
違
反
す
る
例
を
認
め
る
こ

と
。
助
金
告
に
、
満
塁
日
を
期
待
す
る
但
名
に
は
、
原
則
と
し
て
右

肩
に
双
貼
(
今
日
と
同
じ
)
を
打
つ
で
あ
る
こ
と
。
川
円
全
告
に
わ

た
っ
て
、
促
一
音
に
は
、
原
則
と
し
て
「
ツ
」
を
表
記
し
て
あ
る
こ

と
。
付
雁
金
貼
が
左
に
寄
っ
て
い
る
こ
と
。
帥
「
寸
(
コ
ト
〉

「
〆
(
シ
テ
〉
」
を
用
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
加
之
、
訓
誼
法
上

か
ら
も
以
下

(
E〉
に
述
べ
る
如
き
、
室
町
期
の
新
訓
法
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

( 8 ) 

O 

O 

O 

O 

O 

室
町
期
別
訓
の
訓
誼
法
を
頼
元
・
良
粂
の
訓
語
法
に
比
較
す
る

と
、
同
一
訓
法
で
あ
る
が
室
町
期
別
訓
が
更
に
詳
し
く
補
っ
て
い



る
信
所
と
、
何
ら
か
の
相
還
を
示
す
箇
所
と
が
あ
る
。
後
者
団
ち

相
遣
を
示
す
箇
所
を
整
理
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
(
本
文
字
句

の
異
同
は
原
則
と
し
て
除
く
)

-
表
記
は
異
な
る
が
、
訓
説
法
が
同
じ
で
あ
る
も
の
。

E
訓
司
法
が
異
な
る
も
の
で
、
室
町
期
別
訓
の
方
が
中
原
家

訓
と
一
致
す
る
も
の
。

E
訓
説
法
が
異
な
る
も
の
で
、
室
町
期
別
訓
の
方
が
後
世
の

新
訓
法
を
示
す
も
の
。

今
、
ー
の
比
較
の
便
宜
か
ら
、
建
武
本
程
七
と
程
八
雨
空
に
つ

い
て
、
右
の
類
別
に
従
っ
て
、
相
違
の
箇
所
を
指
摘
し
述
べ
る
。

『
以
下
例
文
下
の
数
字
は
建
武
本
に
J

/
お
け
る
各
念
毎
の
行
数
を
示
す
」

i
表
記
は
異
な
る
が
、
訓
読
法
が
同
じ
で
あ
る
も
の

訓
説
法
が
同
じ
で
表
記
の
異
な
る
も
の
に
は
、
@
良
乗
の
訓
法

が
ヲ
コ
ト
貼
で
示
さ
れ
る
の
に
封
し
て
、
室
町
期
別
訓
が
俣
名
で

あ
る
も
の
。
室
町
期
別
訓
は
ヲ
コ
ト
貼
を
全
く
用
い
な
い
か
ら
、

こ
の
相
違
は
多
量
で
あ
る
。

〔
安
可
羽
別
判
〕
!

?
ず
刊
紙
、
世
間
一
宮
伸
一

7
3
3
(必着信)

⑥
促
音
に
つ
い
て
、
良
粂
訓
が
無
表
記
で
あ
る
の
に
封
し

て
、
室
町
期
別
訓
は
「
ツ
」
を
表
記
す
る
。

ヂトイヲ3場
内Lみ，dc
eさ 71、，ー守

l戸 4.4 奇
穴ル羽

~1 

〔
主
主
・
か
r
A
H〕

e
炉
、
マ
@
ノ
シ

号
先
句、毎
ζ}、

p

，、

市
ヂ
h
立品川，

(ん占
H
U
申
立
引
け
)

(
息
詰
手
"
な

や
舟
九
川
所
官
&

@
接
一
音
に
つ
い
て
、
良
粂
訓
が
無
表
記
で
あ
る
の
に
封
し
て
、

室
町
期
別
訓
は
「
ン
」
を
表
記
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
田

金
彦
氏
の
前
述
論
文
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

④
侵
名
遣
の
相
違
。

;
!
〔
宝
貯
判
明
別
判
〕

句
ヂ
ヰ
，
正
〕

品
川
J

勺
J
ワ・
2〕

-
d

ヲヲター
F

ネ宮イ苛

将兵E2
3 ラ~.-l.
行ヲl寸7f訓
き .7責

茶25

?2 
( 9 ) 

訓
語
法
が
異
な
る
も
の
で
、
室
町
期
別
訓
の
方
が
中
原

家
訓
と
一
致
す
る
も
の

建
武
本
に
お
い
て
、
室
町
期
別
訓
が
良
粂
訓
と
異
な
る
訓
で
あ

る
も
の
に
つ
い
て
検
す
る
に
、
良
粂
訓
が
清
原
家
の
他
の
期
本
の

訓
と
一
致
す
る
の
に
劃
し
て
、
室
町
期
別
訓
は
醍
醐
寺
蔵
論
語
集

解
告
七
お
よ
び
こ
れ
と
僚
巻
で
あ
る
岩
崎
文
庫
本
論
語
集
解
巻
八

の
文
永
五
年
書
寓
貼
本
の
訓
と
一
致
す
る
も
の
が
存
す
る
。
*
-

文
永
五
年
書
寓
貼
本
雨
告
は
、
告
七
識
語
に
よ
っ
て
、
明
経
博

士
中
原
師
秀
が
中
原
家
累
家
の
秘
設
を
以
て
三
品
羽
林
等
聞
に
授
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け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
訓
誼
法
も
以
下
述
べ
る
如
く
清

原
家
の
訓
法
と
相
違
し
て
い
る
0

(

但
し
、
こ
の
文
永
貼
に
は
所

々
別
訓
が
散
在
し
、
そ
れ
が
清
家
貼
本
と
一
致
す
る
か
ら
清
家
の

訓
を
も
参
照
し
て
い
る
)
。
一
方
建
武
本
の
別
訓
に
は
、

0

対
戸
山
山
路
(
会

)
l
Fんl
茅
引
い
也
支
払

AZ本)

，7F
〆
ι
d
J
J

03ち
さ
)
!
?
主
主
永
吉
本
」

の
如
ミ
他
本
を
も
参
勘
し
た
謹
が
あ
り
且
つ
中
原
家
の
文
永
五
年

肉声たili
，~ちシ l;t

来;JPf71 
長」育、7

貼
本
に
一
致
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

(E)
の
前
掲
表
の

如
く
、
室
町
期
別
訓
に
中
原
家
訓
を
も
取
合
せ
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

論
語
に
お
い
て
、
中
原
家
の
訓
詰
を
停
え
た
資
料
に
は
、
右
二

本
と
高
山
寺
蒔
論
語
集
解
念
四
・
八
(
中
原
師
有
識
語
〉
が
知
ら

れ
る
。
金
七
と
巻
八
の
二
省
全
部
に
つ
い
て
、
中
原
家
訓
を
停
え

る
醍
醐
寺
蔵
本
・
岩
崎
文
庫
本
の
訓
誼
法
と
、
清
原
家
訓
を
停
え

る
こ
の
建
武
本
(
頼
元
・
良
乗
の
方
の
訓
)
お
よ
び
正
和
四
年
寓

本
・
嘉
暦
二
年
貼
本
の
訓
語
い
ほ
と
を
比
較
す
る
と
、
同
箇
所
で
雨

l~j I芸
名三犠

飛車
易レ

ゐ
ノ
ヒ

L
マ
L

Z
之

B
-
h刊
4
不;ムー

北
;
矢

ク
ヒ
L

て

Z
之

p
-
A
N
'
 

ー
す
;
守

安
J
'
五
ド
る

壬~~
'"ιL 
て

長3ヲ?i
-震る宋ヲ

* 
6 

J笥
方T

一
六
頁
下
⑦
の
弐

に
入
る
表
因
。
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ネ j干;宇;
射望
スーを

L一一 m亭;孝章て
~â A 

ネ梅す 宮ffIち* 
らーー を

イモ売会
216 13すよ;タ

者
の
訓
法
を
異
に
す
る
確
か
な
も
の
が
巻
七
に
約
百
四
箇
所
、
告

八
に
六
十
八
箇
所
誠
一
校
娘
一
叩
…
は
程
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
相
違

の
願
著
な
も
の
を
類
別
し
て
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
文
永
貼
(
中
原
)
が
和
訓
の
語
を
、
清
原
貼
本
で
は
字
音
誤

と
す
る
(
三
十
一
例
)

*

2

⑧
逆
に
文
永
貼
(
中
原
)
が
字
一
室
蘭
の
語
を
清
原
貼
本
で
は
和

訓
と
す
る
(
七
例
)

*

3

③
文
永
貼
(
中
原
)
が
「
云
フ
」
や
助
動
詞
・
助
詞
の
讃
添
を

す
る
箇
所
に
清
原
貼
本
で
は
そ
の
誼
添
語
が
無
い
。

の
「
ト
イ
フ
」
豆
君
臨
(
二
十
例
)
@
助
動
詞
の
誼
添

(
十
九
例
)
の
助
詞
の
讃
添
(
六
例
)
@
「
コ
ト
」
の

読
添
(
二
例
)

*

4

④
文
永
貼
(
中
原
)
と
清
家
貼
本
と
で
詰
添
語
の
異
な
る
も
の

(
四
例
)

⑤
清
家
貼
本
の
方
に
「
ハ
」
「
ヌ
」
「
ツ
」
等
を
誼
添
え
て
訓
貼

的
に
訓
む
も
の
(
九
例
)

⑥
「
ト
キ
ン
パ
」
の
誼
添
の
異
同
(
四
例
)

*

5

⑦
文
永
貼
(
中
原
)
が
終
止
形
に
訓
む
所
を
清
家
賠
本
は
中
止

形
に
訓
ず
る
(
八
例
)

*

6

@
助
字
の
訓
法
の
異
同
(
十
五
例
)

*

7

⑨
傍
訓
の
異
同
(
三
十
五
例
)

こ
れ
ら
の
相
遣
は
、
決
し
て
そ
の
箇
所
々
々
の
自
由
な
訓
の
相

違
で
は
な
く
全
盟
と
し
て
、
中
原
家
に
お
け
る
論
語
の
訓
読
法
が

清
原
家
の
訓
一
一
一
武
法
に
比
較
し
て
一
定
の
訓
読
態
度
を
持
っ
て
い
た

現
れ
と
思
わ
れ
る
。
文
集
・
三
時
・
点
観
政
要
等
に
お
い
て
、
大

江
家
・
藤
原
家
・
菅
原
家
等
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
訓
読
法
を
持
つ

( 16 ) 



て
お
り
、
各
家
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
明
ら

か
に
し
た
。
そ
れ
ら
に
比
較
し
て
中
原
家
の
訓
法
は
、
頴
著
で
は

な
い
が
、
し
か
し
一
定
の
訓
法
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
清
原
家
訓
法
に
比
し
て
や
や
和
文
的
趣
を
認
め
る
こ
と

が
出
来
る
。

こ
の
中
原
家
と
清
原
家
と
の
訓
説
法
の
相
遣
は
、
取
に
論
語
に

止
ら
ず
老
子
道
徳
経
に
お
い
て
も
、
臆
安
六
年
本
(
中
原
家
の
訓

を
主
と
し
て
惇
え
る
と
認
め
ら
れ
る
)
と
至
徳
三
年
貼
本
(
清
原

家
の
訓
を
博
え
る
と
考
え
ら
れ
る
)
と
に
つ
い
て
整
理
し
た
結

果
①
か
ら
⑨
の
各
特
徴
が
認
め
ら
れ
一
致
す
る
こ
と
が
詮
せ
ら
れ

経
ゼ
又
古
文
孝
経
・
古
文
尚
書
に
も
お
い
て
も
同
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
。そ
こ
で
、
こ
の
訓
語
法
の
相
遣
を
基
に
し
て
、
先
に
建
武
本
の

室
町
期
別
訓
が
文
永
本
と
一
致
す
る
と
し
て
掲
げ
た
諸
訓

(
E
の

始
の
表
)
を
見
る
に
、
①
@
@
@
@
に
お
い
て
、
右
の
中
原
家
と

清
原
家
と
の
訓
語
法
の
相
珪
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
訓
読
法
が
異
な
る
も
の
で
、
室
町
期
別
訓
の
方
が
後
世

の
新
訓
法
を
一
示
す
も
の

室
町
期
別
訓
が
良
粂
訓
と
異
な
る
も
の
の
中
、
古
の

I
以
外
の

訓
に
つ
い
て
見
る
に
、
後
世
の
新
訓
法
を
示
す
も
の
が
次
の
諸
貼

に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。

岡
山

制
第
一
節
で
取
上
げ
た
古
語
・
古
語
法
の
残
存
し
た
訓
や
、
清

家
の
固
定
訓
が
、
室
町
期
利
訓
で
は
誼
箆
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
も
の
が
あ
る
。
(
番
競
は
第
一
節
の
例
番
蹴
に
合
せ
た
)

的
古
語
・
古
語
法
の
誼
嬰
え
ら
れ
た
も
の

〔
ケ
サ
↓
キ
ル
〕

川
王
両
市
川
五
万
~
治
一
命
中
宅
〕
末
z

和
信
一
一
一
利
一
科
系
室
町
判
事
問
)

晃
均
一
次
期
w
z
p
d♂
刊
誌
ぎ
止
ト
幌
市
も
お
(
昇
長
川
)

〔
弓
サ
ヘ
ニ
↓
サ
ヘ
ニ
〕

告
示
九
崎
弘
一
一
向
草
川
告
と
〕
(
窓
会
ラ

〔
マ
ス
↓
マ
、
ン
マ
ス
・
イ
マ
ス
〕

間
唱
が
川
河
-
唯
人

-2叫
u

流
尚
一
昨
ん
(
去
す
)
(
い
長
川
)

。
手
足
パ
私
的
所
一
初
・
物
づ
(
巧
宮
古
)

守
的
・
称
ヲ
去
し
↓
ヲ
を
苛
む
〕

守
山
内
可
知
刊
の
例
。
(
尚
附
聞
で
差

Z
T
E苧
T
U

( 17 ) 

制
園
書
寮
本
類
栗
名
義
抄
所
牧
訓
が
、
室
町
期
別
訓
に
な
る
と

一
致
し
な
い
訓
を
認
め
る
。

間
五
百
ゑ
，
沼
山
主
也
、
-
汽
雪
合
〕
(
害
者
怠
ヘ
ロ
)



け
俳
書
に
引
用
さ
れ
、
古
訓
貼
と
一
致
し
た
訓
が
、
室
町
期
別

限
で
は
麗
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の

旬、

-

t

l

!

矛

J
R
F
Z
ム
々
(
巧
互
会
)
(
行
日
号

ω室
町
期
の
新
訓
法
と
考
え
ら
れ
る
訓
に
J

襲
っ
た
も
の

〔え

1
L
q〕

当
事
由
y

た
え
・
ぬ
レ
お
y
へ
込
山
李
氏
)

食
品
判
桟
H
d苛
ヨ
ネ
キ
九
・
減
Jえ
ど
)

〔

mmuv、H』
刈

-tm』〕

五百
y制
作
自
句

-NJ一泊・烹・レ
FAS(込
町
術
室
h
A
)

(主義官「

322ιPゑ
)

畠
す
す
府
間
J
Pレ
ぺ
ハ
(
忌
宮
前
官
必
)

鎌
倉
時
代
ま
で
は
漢
籍
の
訓
法
で
は
「
之
」
は
不
語
、
「
移
日
」

は
「
ヒ
ネ
モ
ス
」
で
あ
っ
て
僻
典
と
は
異
な
っ
た
訓
を
用
い
、
訓

分
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
匡
別
が
漢
籍
で
無
く
な
る
の
は
室
町
時

代
で
あ
る
か
ら
、
右
は
積
極
的
に
室
町
期
訓
法
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
0

・
弐
の
諸
訓
も
亦
、
右
に
準
じ
て
新
訓
法
と
考
え
ら
れ

る。

会

74'

〔忍

l
vオ
リ
レ

(T一
見
)
]

ぼ
夏
草
苦
労
判
)
i
市
グ
判
官
話
ぎ

門殻

jA1ヘト切る

憐民ハ訟ハ穴伽均一部、玄
μ
寄
害
現
判
」

ー
務
ハ
司
ハ
ポ
川
ル
必
ず
烹
へ
た
多
説
明
)

門

1
マ、
ν
!
?・ム〕

刻
々
は
肘
・
実
視

U
5
hム人
草
加
)
(
日
純
一
一
括
)

!
秘
的
管
仲
-
ょ
乏
許
認
釦
行
事
九
〕
李
討
す
)

〔ヲ

7

i
ヲ
レ

7〕

d
p防
部
品
主
主
予
言
習
で
l

ふ・制円、若君)

〔
お
↓
考
〕

l

制
A
T崎
寒
川
川
街
伊
豆
公
害
習
判
〕
ふ
合
判
均
(
K
4
4
認
さ

そ
の
他
に
、
良
粂
訓
が
和
訓
の
語
を
、
室
町
期
別
訓
で
は
字
音

読
と
す
る
例
が
極
め
て
多
い
。

狩
ギ
|
l
街

ま
r川
十
』
的

ふ
均
十
銭
v
E
E

〉
九

l
l
m汚
v

む

J

F

を〆

F
，
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字
一
音
語
が
多
く
な
っ
て
来
る
の
も
後
世
の
訓
法
の
特
徴
で
あ
り

こ
れ
ら
は
、
新
し
い
論
語
訓
説
法
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
話
語
集
解
建
武
本
の
訓
法
を
観
る
に
、
額
元
・
良
粂
黙

は
、
清
原
家
の
訓
法
を
忠
宜
に
移
し
博
え
て
い
る
の
に
封
し
て
、

室
町
期
別
訓
の
方
は
、
こ
れ
を
停
え
る
一
方
に
、
明
経
道
の
他
の

名
門
中
原
家
の
訓
読
法
の
一
端
を
も
取
合
せ
て
お
り
、
又
室
町
時

代
に
お
け
る
論
語
の
新
し
い
訓
法
を
も
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
事

は
、
不
醇
な
訓
法
を
示
す
反
面
、
論
語
訓
読
史
を
一
書
中
に
投
影

し
て
い
る
貼
に
お
い
て
、
他
の
論
語
集
解
の
貼
本
に
比
し
て
、
興

味
の
多
い
資
料
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
(
昭
和
三
十
九
年
三
月
十
四
日
〉

(
注
1
)

東
洋
文
庫
内
問
論
語
祭
解
正
和
四
年
符
本
念
一
序
の
上
欄
中
に

「
悶
股
事
見
江
家
本
同
注
之
、
然
而
師
設
不
設
之
」
と
あ
る
。
又
、
大

東
急
記
念
文
原
液
論
語
集
解
建
武
本
の
佳
一
序
、
間
学
而
第
一
一
一
災
害
に
も

関
股
の
江
家
設
が
あ
り
書
陵
部
政
魯
論
抄
等
に
も
江
家
側
股
の
記
事
の

見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
築
島
裕
博
士
の
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
(
「
平

安
時
代
の
渓
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
一
二

O
O頁
〉

(注
2
〉
群
書
治
要
急
九
談
話
に
は
「
正
嘉
元
年
(
一
ニ

Z
S
四
月
十
二
日
、

加
愚
慰
了
前
参
河
守
清
原
(
教
隆
花
押
〉
」
と
あ
り
、
正
和
四
年
潟
本

に
も
念
一
・
ニ
・
三
・
入
・
十
に
教
隆
の
本
の
識
語
を
俸
え
る
。
例
え

ば
巻
十
に
は
「
本
奥
云
」
仁
治
三
年
三
月
八
日
一
部
十
巻
終
自
功
了
」

此
書
雌
有
先
人
奥
雪
之
本
幼
皐
之
問
書
貼
」
不
正
不
足
箆
詮
本
仇
今
震

子
孫
殊
所
加
意
也
」
可
秘
々
々
失
」
参
河
前
刺
史
清
原
教
隆
」
同
人
月

十
八
日
加
慰
了
」
前
参
河
守
清
原
在
判
〈
以
下
略
。
「
鎌
倉
室
町
時
代

之
儒
教
・
経
籍
奥
苦
笑
」
お
よ
び
吉
浮
義
則
博
士
「
王
朝
時
代
に
於
け

る
博
士
使
用
ヲ
ゴ
ト
貼
諮
」
参
照
〉
。
又
嘉
暦
二
年
勤
本
に
も
金
一
-

ニ
・
三
・
入
・
十
に
正
和
局
本
と
略
同
文
で
且
つ
こ
れ
を
補
う
識
語
が

あ
る
。
ハ
足
利
街
述
氏
の
前
掲
書
参
照
)

ハ
注

3
)

拙
稿
「
渓
籍
訓
読
誌
の
特
徴
」
訓
話
語
と
訓
黙
資
料
二
十
九
輯
。

(注
4
〉
築
島
裕
博
士
「
卒
安
時
代
の
漢
文
訓
説
話
に
つ
き
で
の
研
究
」

七
O
頁
。

(注

5
〉
「
金
淳
文
庫
本
春
秋
経
停
祭
解
に
お
け
る
卒
安
初
期
渓
籍
訓
読

語
の
残
存
」
訓
熟
語
と
訓
話
資
料
二
十
五
輯
。

ハ注

6
〉
「
漢
籍
に
お
け
る
竪
貼
付
和
訓
の
性
格
」
訓
熟
語
皐
合
笈
表

(
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
)

(注

7
〉
「
訓
貼
史
上
の
図
書
察
本
類
褒
名
義
抄
」
図
語
皐
三
十
七
斡
。

(注
8
)

此
の
書
に
論
語
の
引
用
が
あ
る
事
は
既
に
中
国
祝
夫
博
士
の
指

摘
が
あ
る
。
「
渓
文
教
室
」
三
十
二
銭
。

ハ注
9
〉
吉
田
金
彦
氏
「
論
語
建
武
本
四
年
黙
の
援
昔
話
実
か
ら
」
か
が

み
七
回
品
。
九
頁
。

(注

m)
「
老
子
経
の
古
訓
法
」
漢
文
敬
室
六
十
九
駒
山
(
昭
和
完
・
一
O
)

〔
付
記
〕
本
稿
の
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
閥
係
諸
氏
に
御
高
配

を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。

〔
迫
記
〕
今
般
、
印
刷
の
都
合
上
用
例
を
手
寓
す
る
に
際
し
、
建
武
本
に

つ
い
て
も
う
一
度
原
本
に
蛍
り
直
し
た
。
こ
れ
に
は
柳
田
征
司
氏
に
負
う

所

が

多

い

。

(

昭

和

四

十

年

十

一

月

十

五

日

)
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